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告1)を始め,多 くの組織学的, 化学的研究が 報告されている｡その2,3の特徴は次の通 りで
ある｡
(1)解剖学的特徴 :圧縮アテでは 細胞壁が厚 く, 春夏材の境界がはっきりしない｡Sl層が
正常材に校へて厚 く,S2層は helicalcheckを有 し,かつフィブリルが軸方向に対 し450の配
向をなし,S3層はない2)｡引張アテでは Sl層が正常材に校へて薄 く,SG層が存在し,細胞
壁に sliplineが認められる3)などである｡
(2)化学成分 :圧縮アテではセルp-ス,ガラク トグルコマンナンが正常材より少なく, リ
グニン,ガラクタンが多いが, とくに リグニンは S2層の外層に異常に多 く分布 している4)0
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2)赤外スペク トル
春材形成期に実験を開始したものでは,力が最初に緩和 しきった時期,力が復帰 し初期の力




から,それぞれ約 2cm の部分を玉切 りし,さらに幹を最初水平に曲げた時の下側および上側
から,それぞれ ミクロ トー ムで接線方向の連続切片(厚さ15-20FJ)を切 り出し,顕徴赤外分光
計 (日本分光 Ds-402Gおよび IRM-1型)で 4000-650cm-1の赤外スペク トルを測定 したO
なお,標準試料 として北小松材については同一生育条件の無荷重材の,杉阪材については同
一萌芽無荷重材の任意の半径における連続切片の赤外スペク トル,さらに一定涼みを与えたま
ま枯死せしめた材の 最大曲点に おける圧縮側, 引張側連続切片の 赤外スペク トルをも測定 し
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実 験 結 果
1)曲げに要する力の経時的変化
春材形成期および夏材形成末期に それぞれ開始 した実験結果の代表的なものを Fig.2およ
び Fig･3にそれぞれ示す｡これらはすべて初期荷重を1として換算 したものである｡ Fig.2
の@印は W ARDROP らの Eucalyptusによる実験6)を再 プロッ トしたものであり,◎印は杉阪
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肉眼的に見わけられる アテ材がつねに下側 (屈向性の 部分でも) に生じていることを確認 し
た ､
また一定擁み下で生育, 形成された アテ木部の赤外スペク トルにおいてほ, セルロースの
C-0伸縮振動 と考えられている10'1060および 1030cm-1 の2つの吸収帯の分離が不鮮明とな
ることはほぼ確実である｡ とくに, 外部変形による最大曲点においてこの傾向はいちじるし
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cm-I,especialy inthesectionobtained from theportionofmaximum curvaturebv
bending,thannormalxylem (Fig.4).
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